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熱烈な歓迎を受けた第3次朝鮮遠征。
創立125周年に向け、日体大の挑戦が加速する。
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伝統と挑戦
▷昨今「イノベーション」という言葉がよく使われる。

新しい発想、斬新な手法などを意味する言葉だ。3回目

となった朝鮮体育大学とのスポーツ交流も、スポーツを

基軸とした国際交流に、まさにイノベーションを起こす

挑戦と言えるだろう。そのミッションのもと、日体大だか

らこそ実現した取り組みだ。

▷イノベーションには、優れた知見や実績の集積が必要

だ。日体大は来年、創立125周年を迎え、さまざまな

記念事業が計画されている。これを期に先人、諸先輩

が築いてきた伝統をあらためて受けとめ、自らの使命を

自覚することが必要である。

▷今号のOBOGインタビューに登場した諸氏は、体育・

スポーツの実績はもとより、日体生の人間的な魅力を

語っている。日体生であることの誇りを忘れてはならな

いと。それがイノベーションや挑戦のエネルギーになる。
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　日体フェスティバルは、日体大生の個性や
素顔に最も触れることができる催しだろう。創
立125周年、日体フェスティバル第50回を目
前にした今年（第49回）のテーマは、「“FUN” 
FARE！～日体大の魅力であなたを笑顔に～」
だった。来場者と日体大生が共存することで
華やかな合奏を創り出し、来場者と日体大生
が共に楽しんでほしいという意味が込められ
ている。
　日体フェスティバルが現在のようなスタイル
になったのは、昭和42年に、体育祭と合わ
せて学園祭が実施されるようになってからだ。
当時の学園祭開催の主旨・目的を振り返って
みる。
・開催主旨―1.体育の殿堂である我が日体大
への客観的な批評を求め、また体育の重要
性を対外的に呼びかける。2.文化的行事を行
い身体運動と人間生活の関連性を問い、体
育理念を追求する。3.学園祭を通じて、日体
大の学生としての自覚を高め、団結和協の精
神を呼びさます。
・目的―1.学友会活動の活性化。2.体育分野
における文化活動の推進。3.他大学学生との
交流。
学園祭として始まり、昭和55年度から日体フェ
スティバルの名称が登場するようになった。
　一方、体育祭の歴史は、日本体育会が設
立されて間もない明治期まで遡り、日本体育
専門学校時代には「体育大会」「錬成大会」、
さらにその前の日本体育会体操学校時代には
「運動会」と呼ばれていた。この間、学校現
場における運動会のモデルとして、併設の中
学校等とも協力しつつ、創意工夫を凝らして
開催されてきた。
　学園祭や体育祭、日体フェスティバルは、
スポーツを基軸に、日体大生が個性を発揮し
て、学内外との交流を深めてきた催しと言え
るだろう。今日、3学部体制となりさらに多様
な個性が集うようになっている。創立125周
年を記念する第50回日体フェスティバルが楽
しみだ。

日 体フェスティバルの原 点と今

Nittai   
   SNSN

tory

出典：「近代日本の体育・スポーツ史の原風景　日体大への招待」より

第1回日体学園祭（昭和42年） 第2回日体学園祭プログラム（昭和43年）
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平
和
を
稀
求
す
る

　

深
緑
の
樹
々
が
繁
る
美
し
い
平
壌
は
、
人
々
が
行
き

交
う
賑
々
し
さ
。
準
戦
時
体
勢
を
解
い
て
平
和
な
日
常

を
取
り
戻
し
た
市
民
た
ち
に
と
っ
て
、「
平
和
」
を
満
喫

で
き
る
喜
び
が
、
私
た
ち
来
訪
者
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

板
門
店
で
の
交
渉
が
決
裂
せ
ず
、
双
方
に
と
っ
て
意
義

あ
る
解
決
。

　
「
よ
く
ぞ
訪
朝
し
て
く
れ
ま
し
た
。
多
分
、
来
な
い

だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
の
に
驚
き
ま
し
た
」。

　

日
体
大
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
朝
日
友
好
親

善
協
会
幹
部
の
正
直
な
第
一
声
で
あ
っ
た
。

　

日
体
大
の
朝
鮮
遠
征
は
３
度
目
。
建
学
の
精
神
か
ら

く
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
則
り
、
国
交
の
な
い
国
へ
の
遠
征
。

日
体
大
だ
け
が
行
動
す
る
唯
一
の
組
織
、
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
日
本
の
姿
勢
を
国

際
社
会
に
示
す
使
節
団
、
男
女
の
サ
ッ
カ
ー
部
を
引
率

し
て
達
成
感
を
覚
え
た
。

　

平
和
で
な
け
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
３
万
大
観
衆
は
、
日
体
大
を
大
歓
声
と
拍
手

で
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
朝
鮮
の
国
民
た
ち
も
平
和
を

願
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
強
い
願
望
を

も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
交
の
な
い
日
本
の
学
生
チ
ー

ム
を
温
か
く
応
援
し
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
日
体
大
の
勇
気
あ
る
遠
征
、
リ
ス
ク
を
怖

れ
ず
行
動
す
る
日
体
大
へ
の
理
解
で
あ
っ
た
。
政
治
的

に
は
多
く
の
課
題
が
両
国
に
横
た
わ
り
、
友
好
の
雰
囲

気
が
漂
う
こ
と
の
な
い
環
境
下
で
の
遠
征
。
が
、
す
で

に
３
度
目
、
継
続
は
力
な
り
を
実
感
す
る
。

　

日
体
大
の
朝
鮮
遠
征
は
、
か
の
国
に
制
裁
を
加
え
る

日
本
政
府
を
裏
切
る
行
動
で
は
な
い
。
内
閣
、外
務
省
、

文
部
科
学
省
、
私
学
振
興
共
済
事
業
団
等
に
渡
航
書

類
を
提
出
し
、
相
談
を
し
て
の
遠
征
で
あ
る
。
岸
田
外

務
大
臣
と
下
村
前
文
科
大
臣
に
直
接
、
私
か
ら
今
回

も
渡
航
目
的
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

私
た
ち
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、

政
治
的
会
話
は
タ
ブ
ー
。
朝
鮮
は
９
月
中
旬
に
は
建
国

記
念
日
、
10
月
10
日
に
は
労
働
党
の
創
立
70
年
記
念

式
典
を
控
え
て
、
平
壌
の
あ
ち
こ
ち
で
そ
れ
ら
の
た
め

の
練
習
風
景
と
接
し
た
。

　

国
家
体
育
指
導
委
員
会
の
崔
竜
海
委
員
長（
労
働
党

書
記
）は
、
９
月
３
日
の
中
国
の
抗
日
記
念
式
典
に
政

府
代
表
と
し
て
出
席
す
る
た
め
日
体
大
と
の
接
触
は
な

か
っ
た
。
交
流
に
つ
い
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
会
談
を
期
待
し
て
い
た
が
実
現

し
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
金
体
育
大

臣
が
観
戦
さ
れ
、
意
見
交
換
を
す
る
機
会
が
も
て
た
の

は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

日
体
大
と
朝
鮮
体
育
大
学
と
の
間
で
、学
術
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
協
定
を
締
結
で
き
た
の
も
収
穫
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
日
体
大
の
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
、
歴
史
的
な

第
一
歩
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
か
。

　

大
学
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
現
在
、
日
体
大
の
理
事

会
で
は
国
際
化
を
一
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
推
進
し

て
い
る
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。
来
年
、
創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
る
日
体
大
と
し
て
は
、
朝
鮮
体
育

大
学
の
チ
ー
ム
を
招
待
す
る
の
も
目
玉
の
一
つ
と
な
り

得
よ
う
か
。

　

日
体
大
は
、
平
和
国
家
の
最
前
線
に
立
ち
、
私
学
の

特
色
あ
る
大
学
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て
行
き
た
い
。

意
義
あ
る
朝
鮮
遠
征

　
「
祈
る
だ
け
で
は
、
平
和
は
や
っ
て
来
な
い
」。

　

日
本
と
中
国
の
国
交
回
復
は
、愛
知
工
業
大
学
の「
ピ

ン
ポ
ン
外
交
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
が

ゆ
え
、
日
本
政
府
も
国
交
の
な
い
中
国
へ
の
渡
航
を
認

め
た
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
を
専
ら
と

す
る
日
体
大
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
地
方
の
工
業
大
学

が
実
行
し
た
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
愛
知
工
業

大
の
勇
気
と
実
行
力
に
私
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い

た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
体
大
の
使
命
が
い
つ
も
脳
裏
に

焼
き
つ
い
て
い
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
基
軸
に
国
際
平
和
に
寄
与
す
る
」
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
そ
こ
で
、
唯
一
、
国
交
の
な
い
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国（
北
朝
鮮
）と
の
交
流
を
考

え
た
。
政
治
的
に
は
最
も
難
し
い
関
係
に
あ
る
国
。
し

か
し
、
隣
国
で
あ
る
。
政
治
問
題
が
山
積
し
、
い
ま
だ

経
済
制
裁
中
の
国
。
一
般
人
の
往
来
も
ま
ま
な
ら
ず
、

わ
ず
か
な
交
流
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

日
体
大
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
い
、
相
互
理
解
を
深
め
、

た
と
え
細
く
と
も
一
本
の
パ
イ
プ
を
キ
ー
プ
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。
た
だ
、
い
か
に
し
て
日

本
政
府
を
説
得
す
る
か
、
そ
れ
は
政
府
か
ら
私
学
助

成
金
を
受
取
っ
て
い
る
大
学
と
し
て
は
難
し
い
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。

　

幸
い
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

招
致
活
動
」
を
展
開
し
て
い
る
2
0
1
2
年
、
政
府
に

す
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
推
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況

下
に
あ
り
、
日
体
大
の
訪
朝
を
容
認
す
る
し
か
な
か
っ

た
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
機
会
が
日
体
大
に
幸
運
を
も

た
ら
せ
た
と
い
え
よ
う
か
。「
日
体
大
の
訪
朝
」
は
、

内
外
の
大
き
な
話
題
と
な
り
、
朝
鮮
政
府
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
協
力
す
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
の
で

あ
る
。

　

朝
鮮
の
張
雄
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
は
、
ア
フ
リ
カ
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
仲
間
と
と
も
に
東
京
を
支
持
し
た
ニ
ュ
ー
ス
も
伝

え
ら
れ
、
日
体
大
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

朝
鮮
遠
征
報
告
書

　平
成
27
年
8
月
28
日
か
ら
9
月
1
日
の
日
程
で
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
第
三
次
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
実
施

さ
れ
、
団
長

　松
浪
健
四
郎
理
事
長
以
下
、
45
名
の
遠
征
団
が
参
加
し
た
。
日
体
大
は
2
0
1
2
年
か
ら
朝
鮮
体

育
大
学
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
3
回
目
の
訪
朝
と
な
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
基
軸
に
国
際
平
和
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
行
動
す
る
日
体
大
を
内
外
に
強
く

印
象
づ
け
る
遠
征
と
な
っ
た
。
そ
の
目
的
と
意
義
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
遠
征
の
模
様
に
つ
い
て
、
松
浪
健
四

郎
理
事
長
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

スポーツによる
国際平和実現のために、
果敢に行動する日体大
学校法人  日本体育大学  理事長　松浪 健四郎

金体育相と松浪理事長

金体育相と訪朝団役員（金日成競技場 於）
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た
。
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
ん
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
活
動
、
日
体
大
の
行
動
力
が
評
価
さ
れ
た
の
が
嬉

し
い
。
ま
た
、
日
体
大
の
存
在
感
を
招
致
委
員
会
に
認

知
さ
れ
た
の
も
大
き
い
。

　

と
も
あ
れ
、
中
国
と
の
国
交
は
愛
工
大
、
北
朝
鮮
は

日
体
大
の
独
壇
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
遠
征
費

用
を
ご
寄
付
し
て
下
さ
る
方
々
の
賜
物
で
あ
る
。
訪
朝

に
は
大
学
の
経
費
を
計
上
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政

府
が
「
行
か
な
い
で
欲
し
い
」
と
い
う
国
に
国
税
が
入
っ

て
い
る
大
学
の
金
を
使
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
す
べ
か

ら
く
寄
付
金
で
賄
っ
て
い
る
。
で
、
役
員
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
と
し
て
き
た
。

　

い
つ
の
日
か
、
朝
鮮
と
の
国
交
が
結
ば
れ
た
な
ら
ば
、

日
体
大
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
歴
史
に
残
る
行
動
と
な
る

に
ち
が
い
な
い
。
他
大
学
で
は
で
き
ず
、
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
日
体
大
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
ら
し
め
た
訪

朝
で
あ
り
、
か
の
国
に
も
日
体
大
の
卒
業
生
が
い
る
こ

と
も
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
器
械
体
操

や
柔
道
等
は
、
日
体
大
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
普
及
・
強

化
さ
れ
た
と
伝
え
聞
い
た
。
学
校
教
育
の
中
で
も
卒
業

生
た
ち
は
貢
献
さ
れ
た
と
い
う
。
や
は
り
、
日
体
大
は

世
界
の
日
体
大
な
の
だ
。

　

す
で
に
1
0
0
名
以
上
の
日
体
大
生
が
訪
朝
し
た
こ

と
に
な
る
。こ
の
遠
征
は
強
化
に
も
役
立
っ
て
い
る
う
え
、

一
人
一
人
の
学
生
が
国
際
社
会
に
興
味
を
も
つ
動
機
づ

け
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
大
切
さ

と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
十
分
学
ん
だ
と
思
う
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
さ
れ
た
社
会
に
あ
っ
て
、
日
体
大
生
も
国
際
人

へ
と
脱
皮
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
学
が
「
国
際
化
」
を

標
榜
し
、
国
際
人
の
育
成
に
努
力
さ
れ
て
い
る
起
爆
剤

と
も
な
ろ
う
。

　

私
は
、
こ
の
朝
鮮

遠
征
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
交
流
を
毎
年
続

け
、
友
好
第
一
と
す

る
親
善
試
合
お
よ

び
合
同
練
習
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
朝
鮮
で
は
最

も
人
気
高
い
ス
ポ
ー

ツ
は
サ
ッ
カ
ー
で
あ

る
。
男
女
と
も
に

盛
ん
で
あ
る
ば
か
り

か
、
実
力
も
あ
り
、

本
学
に
と
っ
て
も
強

化
に
役
立
っ
て
い
る
。
朝
鮮
体
育
大
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
交

流
を
第
一
に
希
望
す
る
だ
け
に
、
そ
の
要
望
に
応
え
て

も
行
き
た
い
と
思
う
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム

も
派
遣
し
た
が
、
朝
鮮
体
育
大
に
敗
れ
た
。
相
当
な
強

豪
と
い
え
る
だ
け
に
、
強
化
試
合
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

日
体
大
の
強
化
戦
略
の
一
つ
に
朝
鮮
遠
征
を
加
え
、
一

人
で
も
多
く
の
学
生
た
ち
に
異
な
る
文
化
を
体
験
さ
せ

た
い
と
考
え
る
。

日
体
大
生
は
親
善
大
使

　

朝
鮮
政
府
は
、
日
体
大
チ
ー
ム
を
国
賓
な
み
の
待
遇

で
迎
え
入
れ
て
く
れ
て
い
る
。こ
れ
は
日
本
政
府
へ
の「
仲

良
く
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。

国
家
間
、
と
く
に
国
交
の
な
い
国
と
の
関
係
に
あ
っ
て

は
、
外
交
上
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
説
く
こ
と
が
大
切

だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
日
体
大
の
訪

朝
は
外
交
上
も
極
め
て
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
政
府
高
官
と
食
事
を
共
に
し

て
も
、
政
治
的
話
題
を
持
ち
出
す
こ
と
な
く
、
あ
く
ま

で
も
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
」
に
徹
し
て
き
た
。
外
交
は
政

府
の
行
う
仕
事
で
あ
り
、
私
た
ち
の
出
る
幕
は
な
い
。

二
元
外
交
も
許
さ
れ
ず
、
何
よ
り
も
外
務
省
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
訪
朝
だ
け
で
も
大
き
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
日
本
政
府
が
日
体
大
の
行
動
に
対
し
、
た
い

し
た
協
力
は
し
て
く
れ
な
い
に
つ
け
て
も
、
ま
っ
た
く
の

邪
魔
ら
し
き
行
為
も
な
い
の
だ
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
申
す
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　

朝
鮮
政
府
、
と
り
わ
け
朝
日
友
好
親
善
協
会
の
歓

迎
ぶ
り
は
想
像
以
上
で
あ
る
。
こ
の
協
会
は
労
働
党
の

傘
下
に
あ
る
有
力
団
体
で
、
日
朝
関
係
の
重
要
政
策
を

遂
行
す
る
組
織
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
同
時
に
朝
鮮
外
務

省
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
日
体
大
を
大
切
に
扱
っ

て
く
れ
る
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
政
府
高

官
が
観
戦
に
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
う
え
、
私
ど
も
役
員

と
歓
談
で
き
る
時
間
を
と
っ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
ぶ
り
、

朝
鮮
政
府
の
気
の
配
り
よ
う
が
十
分
に
私
た
ち
に
伝

わ
っ
て
き
た
。

　

平
壌
市
内
の
観
光
地
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
国
民

で
も
見
学
で
き
な
い
施
設
を
時
間
が
あ
れ
ば
視
察
の
た

め
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
私
ど
も
の
希
望
も
殆
ど
実
現

で
き
た
ば
か
り
か
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
名
所
も

す
べ
て
案
内
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
開
し

て
い
な
い
重
要
な
壁
画
や
資
料
ま
で
も
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇

よ
ろ
し
く
見
学
で
き
た
の
は
忘
れ
が
た
い
。

　

役
員
の
み
な
ら
ず
、
学
生
た
ち
に
対
し
て
も
、
有
効

に
各
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
ち
こ
ち
で
友

好
の
波
を
漂
わ
せ
て
く
れ
た
。
日
体
大
の
学
生
た
ち
は
、

一
人
一
人
親
善
大
使
の
任
を
帯
び
て
い
る
か
の
ご
と
く
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
笑
顔
で
友
好
に
努
め
て
く
れ
た
の
が
嬉

し
い
。
試
合
や
練
習
で
見
せ
る
険
し
い
顔
で
は
な
く
、

一
人
の
日
体
大
生
と
し
て
外
交
官
の
仕
事
を
し
て
く
れ

た
と
誇
り
に
思
う
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
も
の

と
な
ろ
う
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。

各
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
断
片
的
な
知
識
を
も
っ
て
訪
朝

し
た
で
あ
ろ
う
に
、
実
際
は
報
道
と
は
異
な
る
点
に
気

づ
き
、
や
は
り
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
経
験
し

た
の
も
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

友
好
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

　

朝
鮮
の
観
衆
は
、
無
理
に
強
制
的
に
動
員
さ
れ
て
い

な
い
と
耳
に
し
た
。
国
民
が
サ
ッ
カ
ー
好
き
で
、
試
合

が
あ
る
た
び
大
観
衆
が
集
ま
る
と
い
う
。
日
体
大
の
ご

と
く
、
外
国
か
ら
の
チ
ー
ム
と
の
国
際
試
合
は
人
気
が

高
い
ら
し
い
。
初
訪
朝
の
際
は
４
万
人
、
二
度
目
は

５
万
人
、
そ
し
て
今
年
は
３
万
人
で
あ
っ
た
。
国
内
事

情
で
今
回
は
満
員
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
３
万
人
と
い
っ

て
も
凄
い
観
衆
で
あ
る
。
マ
ナ
ー
と
し
て
、
国
民
は
二

手
に
別
れ
て
相
手
チ
ー
ム
も
応
援
す
る
そ
う
だ
。
で
、

日
体
大
チ
ー
ム
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
の
だ
が
、
朝

鮮
語
で
あ
る
が
た
め
、
あ
ま
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
朝
鮮
国
民
は
、
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
る
よ

う
な
日
本
人
嫌
い
で
は
な
く
、
と
て
も
友
好
的
と
い
う

印
象
を
う
け
た
。

　

金
日
成
競
技
場
は
平
壌
市
内
の
中
央
に
あ
り
、
近
代

的
で
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
も
完
備
さ
れ
て
い
た
。
驚
く
べ

き
こ
と
は
、
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
あ
る
。
二
回
目
の
遠

征
か
ら
は
、
朝
鮮
語
の
次
に
日
本
語
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
流
暢
で
正
確
な
標
準
語

の
発
音
に
よ
る
日
本
語
で
あ
っ
た
。
平
壌
で
日
本
語
が

使
わ
れ
る
の
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
現

象
も
日
体
大
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
証
左
で
あ
ろ

う
。

　

今
年
は
東
京
の
朝
鮮
大
学
校
の
母
国
訪
問
団
が
応

援
観
戦
を
し
て
く
れ
た
。
日
体
大
の
学
生
た
ち
と
歓

談
す
る
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
。
３
年
前
か
ら
両
大

学
で
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
、
盛
ん
に
交
流
し
て
い
る

の
で
違
和
感
が
な
い
。
学
生
た
ち
の
視
野
が
拡
が
り
、

い
ろ
ん
な
経
験
が
で
き
る
教
育
効
果
は
大
き
い
と
い
え

る
。
こ
の
両
大
学
の
交
流
と
朝
鮮
遠
征
に
よ
っ
て
感
激

し
て
下
さ
っ
た
朝
鮮
大
同
窓
会
の
副
会
長
で
あ
ら
れ
る

裵
光
幸
氏
が
、
大
き
く
て
立
派
な
「
朝
鮮
刺
繍
」
を

４
点
も
日
体
大
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
東
京
・
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
会
議
室
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
芸

術
性
の
高
さ
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
よ
う
か
。

　

さ
て
、試
合
の
方
は
、さ
す
が
に
日
体
大
の
男
女
チ
ー

ム
の
実
力
は
高
い
。
今
年
は
敗
れ
た
と
は
い
え
、
試
合

内
容
は
互
角
で
あ
っ
た
。
パ
ワ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
、
持
久

力
、
い
ず
れ
も
劣
っ
て
は
お
ら
ず
、
逆
に
技
術
力
の
素

晴
ら
し
さ
が
光
っ
て
い
た
。
大
観
衆
の
拍
手
の
多
さ
が
、

そ
れ
ら
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
か
。
朝
鮮
政
府
幹

部
も
日
体
大
チ
ー
ム
を
賞
賛
さ
れ
、「
交
流
を
続
け
て

行
き
た
い
、
毎
年
、
訪
朝
し
て
下
さ
い
」
と
の
こ
と
。

　

と
も
あ
れ
、
国
際
化
と
世
界
平
和
、
ス
ポ
ー
ツ
の
も

つ
独
特
の
友
好
関
係
、
日
体
大
は
日
本
を
代
表
す
る
体

育
大
学
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
に
貢
献
せ
ね
ば
な
ら

な
い
宿
命
を
背
負
っ
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
2
0
2
0
年
に
控
え
た
国
は
、
偏
見
を
捨

て
て
、す
べ
て
の
国
と
交
流
す
べ
き
で
あ
る
。
日
体
大
は
、

そ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
る
。

Special Contents 日体大が目指すスポーツを基軸とした国際平和・交流

谷釜学長と女子サッカー部員の応援風景

日体大女子と朝鮮体大の試合、観衆３万人（金日成競技場）



―
来
年
2
0
1
6
年
に
日
本
体
育
大
学
創
立
1
2
5

周
年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
の
年
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

1
8
9
1
年（
明
治
24
年
）、
当
時
の
東
京
市
牛
込

区
に
日
本
体
育
大
学
の
設
立
母
体
で
あ
る
日
本
体
育

会
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
来
年
で
1
2
5
年
の
時
が

経
ち
ま
す
。「
国
民
体
育
の
振
興
」
と
い
う
建
学
の
精

神
は
、
現
在
の
本
学
に
も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
創
立
1
2
5
周
年
記
念
式
典
の
日
程

も
決
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
2
0
1
6
年
6
月
18
日
に

13
時
か
ら
14
時
30
分
ま
で
東
京
・
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
か
つ
て
日

体
荏
原
高
等
学
校
の
運
動
会
に
昭
和
天
皇
の
ご
親
臨

の
栄
を
賜
っ
た
来
歴
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
記

念
式
典
に
も
皇
室
よ
り
ご
臨
席
賜
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

―
1
2
5
周
年
記
念
事
業
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
は
、「
体
育
研
究
発
表
実
演
会
」を
横
浜
ア
リ
ー

ナ
で
今
年
の
11
月
11
日
と
12
日
の
2
日
間
の
日
程
で
執

り
行
い
ま
す
。
な
か
な
か
入
場
券
が
手
に
入
ら
な
い
実

情
も
あ
り
ま
す
し
、
来
年
は
創
立
1
2
5
周
年
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
は
2
回
に
分
け
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

実
演
会
に
は
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
大
学
ケ
ル
ン
や
北
京

体
育
大
学
な
ど
、
本
学
と
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い

る
学
校
も
招
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、「
記
念
誌

の
発
行
」、「
川
柳
・
作
文
の
公
募
」、「
胸
像
・
銅
像

の
除
幕
式
」、
千
代
田
区
の
九
段
会
館
の
中
に
あ
る
日

体
大
発
祥
の
地
に
建
て
ら
れ
た
「
記
念
標
柱
の
更
新
」、

「
記
念
寄
付
金
の
募
集
」、「
日
体
オ
リ
ン
ピ
ア
ン（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
・
出
場
経
験
者
）ク
ラ
ブ
の
発
足
」、

「
卒
業
生
名
簿
の
再
編
集
」
な
ど
、
創
立
1
2
5
周

年
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
34

日体大が刻んだ１２５年

これ までと、これ から

日
体
大
が
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
。
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
。

そ
し
て
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
。

そ
れ
ら
を
、
来
年
の
1
2
5
周
年
の
節
目
に
、
私
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
歴
史
の
重
み
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
け
ば
良
い
か
、

さ
ら
に
次
の
時
代
で
な
に
を
目
指
す
べ
き
か
。

今
村
裕
常
務
理
事
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

国
際
間
の
連
携
が
ま
す
ま
す
緊
密
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
重
要
な
役
割
を
担
う
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

日
本
と
世
界
と
の
絆
を
深
め
る
好
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

ア
ス
リ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
べ
て
の
学
生
・
関
係
者
が
世
界
舞
台
の
一
員
で
あ
る
。

伝
統
あ
る
日
体
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、
世
界
へ
、
未
来
へ
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ル
日
体
の
漲
る
力
を
結
集
し
、
日
体
大
は
進
化
を
続
け
て
い
く
。

学校法人日本体育大学

今村  裕 常務理事
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日体大の挑戦が
加速する

〜創立125周年記念事業と将来展望〜

Legend of Nittaidai

個
の
金
メ
ダ
ル
を
日
体
大
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
獲
得
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
大
学
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
こ
れ
か
ら
も
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
こ
う
し
た
数
々
の
記
念
事
業
を
通
じ
て
、
大
学
内

外
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

い
ま
入
学
し
て
く
る
学
生
と
日
体
大
が
創
立
さ
れ

た
当
時
の
学
生
の
気
質
や
背
景
は
全
然
違
う
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
い
ま
の
学
生
た
ち
に
は
大
学
の
長
い
歴
史

の
流
れ
を
経
て
、
現
在
自
分
た
ち
が
こ
の
大
学
で
学
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
学
徒
出
陣
の
際
に

は
本
学
の
学
生
も
相
当
数
戦
死
さ
れ
て
い
ま
す
。
繰

り
返
し
に
は
な
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
幾
多
の
悲
し
い

大
学
の
歴
史
を
経
て
い
ま
の
日
体
大
が
あ
り
、
い
ま
自

分
た
ち
が
こ
の
大
学
で
学
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

1
2
5
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て
、
日
体
大
が
刻
ん

だ
1
2
5
年
の
〝
こ
れ
ま
で
〟
と
〝
こ
れ
か
ら
〟
に
つ

い
て
、
こ
の
機
会
に
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
に
向
け
て
、
日
体
大
は
こ
れ
か

ら
も
永
遠
に
輝
き
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
体

大
が
教
育
界
、
実
業
界
を
は
じ
め
社
会
に
貢
献
す
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
大
学
で
あ
り
続
け
る
使
命
を
大
学

経
営
者
や
幹
部
を
は
じ
め
現
場
の
教
員
、
そ
し
て
全

職
員
が
念
頭
に
置
い
て
、
日
々
の
行
動
に
つ
と
め
、
努

力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
大
学
経
営
に
携
わ
る
お
立
場
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
日

体
大
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
、
そ
の
方
向
性

や
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
学
は
社
会
が
必
要
と
す
る
人
材
を
常
に
追
求
し
、

そ
の
た
め
の
調
査
・
研
究
を
し
て
、
そ
う
し
た
優
秀

な
人
材
を
輩
出
す
る
役
目
を
背
負
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
大
学
は
社
会
に
と
っ
て
み
る
と
、
一
般
企
業
も
含

め
た
世
の
中
の
先
導
者
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

国
家
資
格
で
あ
る
柔
道
整
復
師
や
救
急
救
命
士
を
養

成
す
る
保
健
医
療
学
部
を
本
学
が
新
た
に
設
置
し
た

よ
う
に
、
今
後
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
を
養
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
研
究
は
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
文
部
科
学
省
か
ら
も
海
外
か
ら
の
教
員
や
留
学

生
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
打
診
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

さ
ら
に
今
後
は
日
体
大
の
卒
業
生
を
含
め
た
交
流
活

動
も
活
発
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
地
方
自
治
体
と
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
連
携
協
定
で

す
。
岡
山
県
美
作
市
の
あ
る
高
等
学
校
が
少
子
高
齢

化
で
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
、

日
体
大
に
引
き
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
打
診
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
資
金
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
一
度
は

お
断
り
し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
多
岐
に
亘
り
研

究
し
て
い
く
た
め
の
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
昨
年
の
11
月
末
か
ら
12
月
初
旬
に
か
け
て
の
こ
と

で
し
た
。
す
る
と
、
教
育
委
員
会
を
含
め
て
、
教
育

界
に
は
日
体
大
の
多
数
の
卒
業
生
が
い
ま
す
か
ら
、
締

結
希
望
の
地
方
公
共
団
体
が
殺
到
し
、
33
の
公
共
団

体
が
申
し
込
み
し
て
き
て
お
り
、
現
在
、
22
の
団
体
と

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
そ
れ
ら
の
地

方
の
中
・
高
校
生
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
日
体
大
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
集
ま
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
対
話
や
実

際
に
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
競
技
種
目
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

す
る
こ
と
で
交
流
を
深
め
、
中
・
高
校
生
の
参
加
者

の
中
に
は
「
将
来
は
日
体
大
に
入
り
た
い
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
5
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
る
と
、
い
ま
の
中
・
高
校

生
の
人
材
育
成
が
重
要
で
す
し
、
今
回
の
研
修
会
実

施
は
将
来
的
な
学
生
募
集
に
つ
な
が
り
、
思
わ
ぬ
波

及
効
果
が
出
て
き
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

地
域
の
日
体
大
の
同
窓
会
が
メ
ン
バ
ー
不
足
で
数
年
後

に
は
同
窓
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
る
ぐ
ら
い
、
日
体
大
で
さ
え
も
、
地
方
か
ら

の
学
生
獲
得
は
今
後
の
課
題
で
す
。
今
後
も
危
機
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

―
1
2
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
学
生
に
向
け

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
体
大
は
教
員
養
成
の
学
校
と
い
う
一
面
を
持
つ
一

方
、
世
界
に
向
け
発
信
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い

ま
す
か
ら
、
こ
の
日
体
大
で
学
業
・
ス
ポ
ー
ツ
の
研

鑽
、
研
究
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
、
世
界
に
羽
ば
た
く
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
日
体

大
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

経
験
が
必
要
で
す
。
海
外
留
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

J
I
C
A（
国
際
協
力
機
構
）を
含
め
た
国
際
交
流
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
も
、
学
業
も
、
そ
の
時
で
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
に
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
良
い
友
人
、
良
い
上
司

を
つ
か
む
こ
と
も
重
要
で
す
。
一
生
で
自
分
が
影
響
を

受
け
る
人
間
は
3
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

自
分
の
目
で
見
極
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
見
極

め
に
も
経
験
が
必
要
で
す
。
私
が
学
校
経
営
の
師
と
仰

ぐ
母
校
の
創
立
者
は
、
常
に
仕
事
の
傍
ら
で
私
に
経
営

者
と
し
て
の
範
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
繊

細
で
、
大
胆
で
、
実
に
刺
激
的
で
何
よ
り
も
誠
実
で
し

た
。
い
ま
、
自
ず
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
を
引
き
継
い
で
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
良
い
上
司
と
出

会
う
こ
と
が
、
人
間
と
し
て
成
長
す
る
上
で
最
も
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
言
え
る

こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が
起
き
た

と
き
に
、
全
部
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
で
す
。
あ
る
面

で
は
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
体
大
も
常

に
前
進
し
、
困
難
も
厭
わ
ず
、
次
の
時
代
に
向
け
て
挑

戦
と
進
化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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ラ
ジ
オ
を
心
か
ら
愛
す
る
男
。
マ
ス
コ
ミ
の
営
業
の
第一線
で
活
躍
で
き
る
の
も
、

日
体
大
の
密
な
人
間
関
係
の
中
で
培
っ
た
体
と
気
持
ち
の
逞
し
さ
が
あ
れ
ば
こ
そ
。

仕
事
は
人
。
人
と
の
か
か
わ
り
、

生
き
抜
く
力
を
日
体
大
で
学
ん
だ

　
「
マ
ス
コ
ミ
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
」
な
ど
と
紹
介
さ

れ
る
と
、
自
分
と
は
ま
っ
た
く
違
う
存
在
だ
と
思
っ
て
し

ま
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
私
自
身
は
そ
ん
な

ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ラ
ジ
オ
が
特
別
に
好
き
だ
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は
ご
く
ふ
つ
う
の
日

体
生
で
し
た
。

　

日
体
大
に
入
学
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
高
校
2
年
生

の
時
で
す
。神
奈
川
県
の
県
立
高
校
に
在
学
し
、サ
ッ
カ
ー

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
教
育
実
習
生
と
し

て
日
体
大
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
先
輩
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

当
時
、
日
体
大
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
1
部
リ
ー
グ
に
所
属
し

て
お
り
、
指
導
体
制
や
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
話
を

聞
く
う
ち
に
憧
れ
を
抱
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
高
い

レ
ベ
ル
の
中
で
プ
レ
ー
で
き
る
、
選
手
と
し
て
頑
張
れ
る

環
境
が
あ
る
と
思
い
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
般
入
試
で
日
体
大
に
入
学
し
、サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
。

そ
こ
で
衝
撃
を
受
け
ま
す
。
部
員
数
は
当
時
3
0
0
〜

4
0
0
人
。
ど
う
や
っ
て
頭
角
を
現
し
て
い
く
か
。
そ
こ

か
ら
、
日
体
生
と
し
て
は
〝
あ
た
り
ま
え
の
〟、
世
間
一

般
か
ら
す
れ
ば
〝
注
目
す
べ
き
〟
体
験
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
日
体
大
で
学
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
い
ま
の
私

は
な
か
っ
た
と
さ
え
思
え
る
ほ
ど
の
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
い
ま
、
私
は
ラ
ジ
オ
局
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
ス
ポ
ン

サ
ー
を
ま
わ
っ
て
番
組
の
セ
ー
ル
ス
や
企
画
を
提
案
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
企
画
内
容
や
聴
取
率（
テ
レ
ビ
で

言
う
視
聴
率
）な
ど
の
デ
ー
タ
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
、
お
金

を
稼
ぐ
わ
け
で
す
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
プ
レ
ゼ
ン
の
善
し

悪
し
の
前
に
、
自
分
と
い
う
人
間
を
認
め
て
も
ら
っ
た
り
、

好
き
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
仕
事
は
進
み
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
日
体
大
出
身
と
い
う
こ
と
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら

れ
た
か
。
そ
も
そ
も
、
ふ
つ
う
の
大
学
で
は
経
験
で
き
な

い
体
育
の
授
業
の
話
、
部
活
動
の
話
、
エ
ッ
サ
ッ
サ
や
集

団
行
動
の
話
、
そ
れ
だ
け
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
や
食
事
の
席

で
み
ん
な
興
味
深
々
で
す
。
営
業
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ど
ん
な
仕
事
で
も
、
人
と
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
、自
分
と
い
う
人
間
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
か
っ

た
り
し
た
ら
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
振
り
返
る
と
、
日
体

大
で
学
ぶ
う
ち
に
、
自
然
に
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

　

部
員
3
0
0
〜
4
0
0
人
、
ト
ッ
プ
か
ら
始
ま
り
12

〜
13
チ
ー
ム
が
あ
る
中
で
い
ろ
い
ろ
な
個
性
や
能
力
の
人

が
い
て
、
先
輩
や
後
輩
と
関
わ
り
合
い
、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
い
く
。
生
き
抜
く
術
や
ア
ピ
ー
ル
す
る
術
も
身
に

つ
く
。
ま
た
、
海
浜
実
習
、
キ
ャ
ン
プ
実
習
、
ス
キ
ー

実
習
、
ゴ
ル
フ
実
習
、
ス
ケ
ー
ト
実
習
と
、
実
習
と
名

の
つ
く
も
の
は
す
べ
て
参
加
し
ま
し
た
。
仲
間
た
ち
と
同

じ
目
標
に
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
ん
な
密

な
人
間
関
係
が
築
け
る
環
境
は
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
間
の
人
は
体
育
会
系
と
い
う
と
厳
し
い
だ
け
の
イ
メ
ー

OB 
INTERVIEW

株式会社
TBSラジオ＆コミュニケーションズ

営業統括局  営業部

後藤　一 氏

活 躍 す る

　あ
な
た
は
ラ
ジ
オ
派
、
ネ
ッ
ト
派
、
音
楽
派
？  

独
り
の
時
間
の
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。
ラ
ジ
オ
の
向
こ
う
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
自
分
だ
け
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
親
近
感
、
リ
ア
リ
テ
ィ
、
温
か
さ
。
そ
ん
な
ラ
ジ
オ

の
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
O
B
が
い
る
。
日
体
大
出
身
者
の
中
で
は
異
色
の
存
在
か
も
し
れ
な
い
が
、
夢
を
ひ
た
む
き
に
追
い
か
け
る
情
熱
、
営
業
の
現
場
で
発
揮
さ
れ
る
人
に
好
か
れ
る

力
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
は
、
ま
さ
に
日
体
生
に
共
通
す
る
強
み
だ
ろ
う
。
後
藤
氏
は
言
う
。「
日
体
ブ
ラ
ン
ド
は
誇
り
」
で
あ
る
と
。
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ジ
で
と
ら
え
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
外
か
ら
の
上
辺
の
理

解
や
誤
解
で
し
ょ
う
。
厳
し
い
中
に
も
愛
情
が
あ
る
。
本

物
の
体
育
会
系
の
良
さ
が
日
体
大
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　

勉
強
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

と
し
て
の
強
さ
、
逞
し
さ
、
責
任
感
や
物
事
を
や
り
遂

げ
る
力
、
人
と
の
付
き
合
い
方
を
鍛
え
る
の
は
い
ま
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
え
て
言
え
ば
、
社
会
に
出
れ
ば
偏
差

値
だ
け
が
実
力
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
ガ
ッ
ツ
や
忍
耐
力
、

ど
の
よ
う
な
環
境
に
も
柔
軟
に
合
わ
せ
て
い
く
力
、
知
識

だ
け
で
は
な
い
も
っ
と
本
質
的
な
人
間
力
を
4
年
間
か
け

て
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
こ
そ
が
日
体
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。
だ
っ
て
、
部
活
動
を
や
っ
て
い
れ
ば
、
毎
日
が
ピ
ン

チ
の
連
続
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ラ
ジ
オ
の
一
体
感
が
た
ま
ら
な
い

　

ラ
ジ
オ
の
魅
力
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
私
は
中
学
生

の
頃
か
ら
深
夜
放
送
に
は
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
っ
そ
り

大
人
の
世
界
を
垣
間
見
る
よ
う
な
ド
キ
ド
キ
感
が
あ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
大
学
時
代
に
怪
我
を
し
て
リ

ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
時
は
ラ
ジ
オ
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
辛
さ
も
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
と
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
は
み
ん
な
で
見
る
ほ
う
が
楽
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ラ
ジ
オ
は
一
対
一
の
メ
デ
ィ
ア
な
ん
で
す
。
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
自
分
だ
け
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
仲
間

の
よ
う
だ
っ
た
り
、
兄
姉
の
よ
う
だ
っ
た
り
、
支
え
て
く

れ
る
人
だ
っ
た
り
、
勉
強
し
て
い
る
時
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
る
時
も
、
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
感
覚
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
聴
く
人
の
心
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ラ
ジ
オ
の
命
は
リ
ア
リ
テ
ィ
で
す
。
画
の
な
い
、
音
だ

け
の
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
、
嘘
を
つ
い
た
り
、
真
実
で
な
い

こ
と
を
話
し
た
り
す
る
と
、
リ
ス
ナ
ー
に
す
ぐ
伝
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
ほ
う
も
、
一
対

一
で
リ
ス
ナ
ー
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
テ
レ
ビ

で
は
言
え
な
い
本
音
を
つ
い
話
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
互
い
に
信
頼
感
が
あ
っ
て
、
お
笑
い
芸
人
が
ど

ん
な
顔
を
し
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
メ
ー

ル
の
話
は
ど
ん
な
様
子
な
ん
だ
ろ
う
と
、
自
分
な
り
に

イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
、
心
に
取
り
込
ん
で
楽
し
む
。
生

放
送
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
ス
タ
ジ
オ
で
起
き
て
い
る
こ

と
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。メ
デ
ィ

ア
の
中
で
送
り
手
と
受
け
手
の
距
離
感
が
最
も
近
い
の
が

ラ
ジ
オ
で
す
。

　

制
作
の
立
場
か
ら
言
っ
て
も
、
同
じ
よ
う
に
仲
間
意

識
、
距
離
の
近
さ
を
感
じ
ま
す
。
テ
レ
ビ
は
何
十
人
も

の
ス
タ
ッ
フ
が
収
録
に
携
わ
り
ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
は
せ
い

ぜ
い
5
〜
6
人
。
少
な
い
時
は
２
〜
３
人
で
番
組
を
作

り
ま
す
。
出
演
者
と
の
距
離
も
近
い
で
す
し
、
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
リ
ス
ナ
ー
も
含
め
て
、
み
ん
な
で
一

緒
に
作
っ
て
い
く
手
作
り
感
が
た
ま
ら
な
い
で
す
ね
。
新

し
い
こ
と
を
、
面
白
い
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

発
掘
し
て
、
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
を
貫
き
、
夢
を
諦
め
な
い

　

就
職
活
動
の
時
は
、
好
き
な
こ
と
を
と
こ
と
ん
や
ろ

う
と
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
い
ま
や
り
た
い
仕
事
に
就
い
て

楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
道
の
り
が
順
調

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
職
の
T
B
S
ラ
ジ
オ

も
、
実
は
学
生
時
代
に
受
験
し
て
一
度
不
合
格
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
局
を
受
け
て
も
な
か
な

か
内
定
を
も
ら
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
自
分
の
気
持
ち

に
正
直
で
い
た
い
と
考
え
、
な
ん
と
せ
っ
か
く
貰
っ
て
い

た
信
用
金
庫
の
内
定
を
卒
業
間
際
に
辞
退
し
、
F
M
局

の
A
D
の
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

放
送
局
と
い
う
と
華
や
い
だ
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
現
実
は
す
ご
く
泥
臭
い
世
界
で
、
最
初
の
2
〜
3

年
は
1
週
間
の
う
ち
半
日
休
み
が
あ
れ
ば
良
い
ぐ
ら
い
、

番
組
の
前
準
備
、原
稿
づ
く
り
、楽
曲
の
選
曲
、リ
ス
ナ
ー

か
ら
の
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
必
死
で
走
り
回
っ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
ラ
ジ
オ
が
好
き
で
し
た
か
ら
辞
め
た
い
と

は
全
然
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
日
体
大
出
身

で
す
か
ら
…
。

　

そ
し
て
、
T
B
S
ラ
ジ
オ
に
〝
リ
ベ
ン
ジ（
？
）〟
を
果

た
し
た
わ
け
で
す
。
日
体
大
の
先
生
方
に
は
怒
ら
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
は
内

定
辞
退
し
た
う
え
に
正
社
員
で
は
な
く
ア
ル
バ
イ
ト
。
で

も
、
や
り
た
い
こ
と
に
近
づ
く
た
め
に
、
と
に
か
く
コ
ツ

コ
ツ
と
努
力
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
10
年
後
に
夢
が
叶

い
ま
し
た
。
い
ま
就
職
活
動
中
の
人
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
新
卒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
も
し
夢
が
1
0
0
％
叶

わ
な
く
て
も
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
必

ず
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
諦
め
な
い
で
、
社

会
に
出
て
か
ら
も
や
り
た
い
こ
と
を
追
い
か
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

若
者
の
ラ
ジ
オ
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
は
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
や
r
a
d
i
c
o（
ラ

ジ
コ
）な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
聴
き
方
で
ラ
ジ
オ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
若
い
人
に
も
ラ
ジ
オ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
、
い
ま
の
私
の
目
標
で
す
。
一
度
聴
け
ば
、
意
外

と
面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
日
体
大
出
身
者
は
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
は

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
日
体
大
の

ブ
ラ
ン
ド
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
世
界
に
興
味
を
も
っ
て
活
躍
す
る
人
が
増
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
体
生
、
大
歓
迎
で
す
。

後藤　一（ごとう  すぐる）／2002年、体育学部卒業。サッカーは小学2年から。以降、
大学までサッカー漬けの毎日を過ごす。神奈川県立荏田高校から日体大に入学しサッ
カー部に所属。卒業後、FM局で9年間、ADやディレクターとして制作現場を経験した
後、2011年、（株）TBSラジオ＆コミュニケーションズ入社（営業統括局営業部）。いまは
サッカーから遠ざかっているが、仕事柄クライアントとゴルフを楽しむことが多い。そこ
でも日体大で培ったコミュニケーション力を発揮する。
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輝
け
！
「
体
育
大
女
子
」。
自
信
を
も
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
継
続
す
れ
ば

必
ず
す
ば
ら
し
い
将
来
が
待
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
す
て
き
な
出
会
い
も
…
。

部
活
も
自
分
探
し
も
行
動
派

友
人
の
ひ
と
言
で
結
婚
式
の
司
会
業
に

　

大
学
時
代
か
ら
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
漠

然
と
し
た
思
い
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
教
育
実
習
に
も

行
き
ま
し
た
し
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
る
な
か
で
、
将

来
に
つ
い
て
悩
ん
だ
こ
と
も
確
か
で
す
。
結
局
、
卒
業
後
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

3
年
ほ
ど
勤
め
た
と
き
の
こ
と
。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
仕
事
へ

の
夢
が
捨
て
き
れ
な
い
ま
ま
、友
人
と
話
を
し
て
い
る
と「
司

会
が
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
運
命
の
ひ
と
言
。「
こ
れ
だ
！
」
と
、

直
感
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
司
会
な

ら
、
自
分
ら
し
く
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
仕
事
が
で
き
る
と
確
信
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
職
場
に
退
職
届
を
提
出
。
半

年
間
M
C
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
後
、
合
格
率
６
％
で
あ
る

現
所
属
事
務
所
の
狭
き
門
を
叩
き
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
活
動
的
な
と
こ
ろ
が
私
の
強
み
で
す
。
高
校

時
代
は
、
友
人
と
一
緒
に
署
名
を
集
め
て
水
泳
部
を
創
部
。

し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
一
辺
倒
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
校
外
の

野
球
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

日
体
大
に
入
学
す
る
と
、
た
ま
た
ま
先
輩
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
て
ラ
ク
ロ
ス
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
当
時
は
創

部
2
年
目
で
、
他
の
部
に
遠
慮
し
な
が
ら
練
習
す
る
肩
身

の
狭
い
日
々
で
し
た
。
そ
の
後
、
こ
こ
で
も
持
ち
前
の
行
動

力
を
発
揮
し
、
学
友
会
の
部
昇
格
に
奔
走
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
会
社
の
方
と
一
緒
に
、
ラ
ク
ロ
ス
の
大
会

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。
い
ま
で
も
「
つ
ま
恋

S
P
R
I
N
G 

C
U
P
」
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ラ
ク
ロ
ス
部
で
後
輩
を
指
導
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
日
体
大
在
学
中
に
他
大
学
で
も
コ
ー
チ
を
務
め

た
り
、
専
門
学
校
の
体
育
講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
考
え
る
と
、「
教
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
保
育
士
を
め

ざ
し
て
日
本
体
育
大
学
女
子
短
期
大
学（
当
時
）に
入
学
。

保
育
に
限
定
さ
れ
ず
広
が
り
を
感
じ
る
日
体
大
の
世
界
観

が
魅
力
で
、
日
体
大
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ

ら
に
教
え
る
幅
を
広
げ
た
い
と
思
い
体
育
学
部
へ
編
入
学
。

み
な
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
教
育
実
習
と
就
職
活
動
に
悩
み

な
が
ら
も
、
そ
の
結
果
卒
業
後
に
よ
う
や
く
夢
が
叶
っ
た
と

い
う
の
が
私
の
経
緯
で
す
。

　

結
婚
式
の
披
露
宴
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
す
。
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
一
つ
に
な
っ
て
お
二
人
を
幸
せ
に
す
る
。
同
じ
披

露
宴
は
一
つ
も
な
い
。
司
会
は
決
ま
っ
た
台
本
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
た
進
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
リ
ズ
ム
感
、
場
の
空
気
を
読
む
力
、
す
べ
て
ス

ポ
ー
ツ
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
様
、
目
上
の

人
を
立
て
る
、
後
輩
を
育
て
る
と
い
っ
た
上
下
関
係
も
ラ
ク

ロ
ス
部
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

い
ま
後
輩
司
会
者
の
育
成
に
も
携
わ
り
、
行
動
派
と
し

て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
挑
戦
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
、
す
べ
て
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　あ
こ
が
れ
る
人
も
多
い
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
の
仕
事
。
披
露
宴
の
司
会
業
で
活
躍
す
る
斉
藤
桃
子
さ
ん
。
新
郎
新
婦
の
幸
せ
を
演
出
で
き
る
の
も
、
自
身
の
生
き
方
が
充
実
し
て
い
れ
ば
こ
そ
。
高
校
や
日
体
大
で
は
、
部
の
立
ち
上

げ
や
発
展
に
奔
走
。
い
ま
も
続
く
ラ
ク
ロ
ス
の
大
会
「
つ
ま
恋
S
P
R
I
N
G 

C
U
P
」
の
発
足
に
も
携
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
友
人
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、
念
願
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に
転
身
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
披
露
宴

の
司
会
を
手
が
け
る
と
と
も
に
、
い
ま
後
進
の
指
導
に
も
力
を
注
ぐ
。「
体
育
大
女
子
」
の
プ
ラ
イ
ド
を
誇
り
に
、
ま
ぶ
し
く
輝
い
て
い
る
。

OG 
INTERVIEW

株式会社
ハセガワエスティ取締役

斉藤  桃子 氏

活 躍 す る
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「
体
育
大
女
子
」
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

　

あ
る
披
露
宴
の
打
ち
合
わ
せ
に
う
か
が
っ
た
と
き
、「
あ

な
た
は
日
体
大
出
身
で
す
か
。
そ
れ
な
ら
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
。
司
会
者
と
言
う
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
女
子
ア
ナ
み

た
い
な
人
が
来
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
人
な
ら
安
心
し
て

仕
事
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
頼
感
な
の
で
す
。

そ
れ
は
、
司
会
業
に
限
ら
ず
ど
ん
な
仕
事
で
も
同
じ
で
す
。

外
見
の
華
や
か
さ
で
あ
っ
た
り
、
語
学
に
堪
能
で
あ
っ
た
り
、

そ
う
い
う
こ
と
だ
け
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
「
体
育
会
系
」
と
い
う
言
葉
に
は
違
和
感
を
覚
え

ま
す
。
体
力
勝
負
と
か
お
酒
に
強
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
「
体
育
大
女
子
」
と
胸
を
張

り
た
い
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
責
任
感
が

あ
る
。
正
義
感
が
あ
る
。
頼
れ
る
存
在
で
あ
る
。
他
の
女

子
大
生
は
で
き
な
い
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
質
が
自
然
と
身
に
つ
い

て
い
る
は
ず
で
す
。
内
面
的
な
美
し
さ
が
「
体
育
大
女
子
」

に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
就
職
活
動
や
面
接
試
験
の
場

な
ど
で
な
か
な
か
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
自
信
を
も
つ
こ
と
で
す
。

日
体
生
で
あ
る
こ
と
を
言
い
出
す
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う

と
い
う
人
が
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

自
信
を
も
っ
て
伝
え
れ
ば
、

世
間
で
は
す
ご
く
評
価
さ

れ
る
の
で
す
。
信
頼
感
が
得

ら
れ
る
し
、
場
面
に
よ
っ
て

は
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
、
場

の
盛
り
上
げ
役
と
し
て
喜

ば
れ
る
し
、
日
体
大
出
身

と
い
う
カ
ー
ド
は
ま
さ
に
プ

ラ
チ
ナ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
「
体
育
大
女
子
」
と
し
て
、

自
分
に
自
信
を
も
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
絶
対
に

輝
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。

4
年
間
続
け
る
こ
と
の
美
学

　

披
露
宴
の
司
会
の
仕
事
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
10
年
後
、

20
年
後
、
本
当
に
親
し
い
友
人
が
久
し
ぶ
り
に
集
う
、
そ

う
い
う
場
に
立
ち
会
う
こ
と
で
す
。
結
婚
式
に
招
待
す
る

友
人
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
な
か
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

お
付
き
合
い
で
も
特
別
な
人
で
し
ょ
う
。
日
体
大
出
身
者

の
披
露
宴
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
長
い
時
を

経
た
ご
友
人
が
エ
ッ
サ
ッ
サ
や
荏
原
体
育
を
ご
披
露
く
だ
さ

る
の
も
特
別
な
ひ
と
と
き
で
す
。

　

仲
間
を
増
や
す
、
部
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
貴
重
な

財
産
に
な
り
ま
す
。「
4
年
間
続
け
る
こ
と
の
美
学
」
が
あ

る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
つ
ら
い
1
年
が
あ
っ
て
、
ひ
た
す

ら
走
る
2
年
が
あ
っ
て
、
3
年
で
い
ろ
い
ろ
迷
っ
て
、
で
も

4
年
で
も
っ
と
頑
張
っ
て
、
卒
業
式
に
か
け
が
え
の
な
い
メ

ン
バ
ー
が
残
る
。
卒
業
式
は
共
に
頑
張
っ
た
こ
と
へ
の
表
彰

式
な
の
で
す
。
試
合
に
勝
っ
た
負
け
た
は
別
の
話
し
で
す
。

言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
で
す
が
、
ま
さ
に
苦
楽
を
共
に

し
た
、
お
互
い
を
知
り
尽
く
し
た
深
い
絆
で
結
ば
れ
ま
す
。

そ
の
仲
間
が
永
遠
に
続
い
て
い
く
。
披
露
宴
の
司
会
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
の
重
み
を
い
つ

も
感
じ
ま
す
。

　

私
自
身
も
当
時
の
ラ
ク
ロ
ス
部
の
先
輩
や
仲
間
と
い
ま

で
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事

は
土
日
が
メ
イ
ン
な
た
め
、
し
ば
ら
く
は
司
会
業
の
か
た

わ
ら
ラ
ク
ロ
ス
部
の
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
毎
年
4

年
生
を
送
り
出
す
た
び
に
感
無
量
に
な
っ
て
私
ま
で
涙
ぐ
ん

で
し
ま
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
し
、
3
年
生
で

辞
め
て
し
ま
っ
た
学
生
に
会
う
と
す
ご
く
切
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
部
活
動
を
や
っ
て
い
な
い
人
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
も
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
集
ま
る
仲
間
を
大
切
に
、

結
婚
式
に
招
待
し
た
い
と
思
え
る
友
人
を
一
人
で
も
多
く
見

つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
役
学
生
の
み
な
さ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
、出
会
っ

た
後
輩
、す
べ
て
の「
体
育
大
女
子
」に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

日
体
大
も
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

伝
統
を
大
事
に
し
つ
つ
、
社
会
で
輝
く
人
材
を
ま
す
ま
す

送
り
出
し
て
、
日
体
大
で
学
ぶ
す
ば
ら
し
さ
を
証
明
し
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
大
学

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
体
大
で
な
け
れ
ば
学
べ
な
い

こ
と
、
経
験
で
き
な
い
こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
日
体

大
で
得
た
こ
と
は
、
教
員
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
司
会
業
は
女
性
が
輝
け
る
仕
事
で
す
。

結
婚
し
て
も
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
婦
と
私
が
同
年
代
の
と
き
、
私
が
妻
に
な
っ

た
と
き
、
母
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
で
、

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
良
い
仕
事
が
で
き
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
ま
私
が
司
会
の
仕
事
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
女
性
の
応
援
。た
と
え
ば
婚
活
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
体
育
大
女
子
」
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
た
ち

が
輝
く
た
め
に
応
援
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
披
露
宴
で
お

会
い
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
私
も
、
み
な
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
、
気
持
ち
は
永
遠
に
日
体
生
で
す
。

斉藤 桃子（さいとう ももこ）／神奈川県立荏田高校から日本体育大学女子短期大学保育
科（当時）に入学。体育学部に2年次編入学。現在、取締役を務める（株）ハセガワエスティ
は、全国のホテル・結婚式場等と契約し、ブライダルの司会・MCのコーディネートや育成、
ブライダル音響や音楽演奏事業を展開する中、南青山たんぽぽ保育所を開設し働く女性
を支援している。忙しい日々のなかでマイブームはキックボード。最初はお子さんのために
購入したが、いまはご自身もキックボードで買い物に出かけることがあるとか。
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Q1
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
の
改
正
の
経
緯
や
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
回
の
第
1
回
で
は
、
子
ど
も
の
か
ら
だ
の
二

極
化
現
象
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま

し
た
。
現
代
の
子
ど
も
は
運
動
不
足
の
子
ど
も

と
幼
い
こ
ろ
か
ら
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
的
訓

練
を
受
け
て
き
た
運
動
過
多
の
子
ど
も
に
大
別

さ
れ
、
前
者
に
は
運
動
器
機
能
不
全（
い
わ
ゆ
る

「
か
ら
だ
の
固
い
子
」）が
生
じ
、
後
者
に
は
多
く

の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場
や
ス
ポ
ー
ツ

現
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

必
要
な
質
と
量
の
運
動
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、

か
ら
だ
が
固
く
、
適
切
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
に
育
ち
、
日
常
生
活
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
心
と
か
ら

だ
に
合
わ
な
い
形
で
の
質
と
量
の
運
動
が
行
わ
れ

れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・
障
害
や
ス
ポ
ー
ツ
事
故

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
か
ら
だ
の
二
極
化
現
象
を
改
善

し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
方
々
が
研

究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
全
国
に
約

1
4
0
0
万
人
に
も
及
ぶ
児
童
や
生
徒
の
か
ら

だ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
、
学
校
現
場
で
の
健
康

診
断
や
体
力
測
定
で
取
得
で
き
た
デ
ー
タ
や
そ
の

結
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
適
切
な
処
置
や
ア
ド

バ
イ
ス
、
医
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
が
効

率
的
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

全
国
で
毎
年
6
月
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
学
校

で
の
健
康
診
断
の
検
査
項
目
を
工
夫
・
改
善
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
か
ら
だ
の
二
極
化
現
象

を
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
、
11

年
ほ
ど
前
か
ら
私
も
理
事
の
一
人
と
し
て
所
属
す

る
一
般
財
団
法
人
運
動
器
の
10
年
・
日
本
協
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
政
府
や
文
部
科
学
省
、
日

本
医
師
会
、
日
本
学
校
保
健
会
な
ど
に
働
き
か

け
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
26
年

（
2
0
1
4
年
）4
月
30
日
に
「
学
校
保
健
安
全

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
が
公

布
さ
れ
、
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
の
検
査
項

目
の
い
く
つ
か
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
座
高
、
寄
生
虫
卵
の
有
無
の
検
査
を
必
須
項

目
か
ら
削
除
。
運
動
器（
※
）に
関
す
る
検
査
を

必
須
項
目
に
追
加
。保
健
調
査
の
実
施
を
小
・
中
・

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
の
全
学
年
対
象
と

す
る
こ
と
。
以
上
が
主
な
検
査
項
目
の
変
更
点

に
な
り
ま
す
。

※
運
動
器
…
骨
、
関
節
、
筋
肉
、
靭
帯
、
腱
、
神
経
な
ど
、

身
体
を
支
え
た
り
、
動
か
し
た
り
す
る
器
官
の
総
称

スポーツ・健康
ワンポイントゼミ

日体生なら
知っておきたい！

【プロフィール】
武藤芳照（むとう・よしてる）

（日体大総合研究所長／保健医療学部教授）
名古屋大学医学部卒。東京大学大学院教授、同教
育学研究科長・教育学部長を経て2011年東京大
学理事・副学長、2012年東京大学名誉教授、2013
年4月より日体大総合研究所所長。2014年4月日本
体育大学保健医療学部教授。医学博士。『子ども
のスポーツ』『疲労骨折』『運動療法ガイド』をはじ
め、スポーツ医学、身体教育学、運動処方関係の著
書多数。

第2回テーマ

いま子どものからだに
何が起きているのか（2）

日体大が誇る体育・スポーツ・健康・教育の専門家が身近な話題を取り上げてわかりやすく解説するコーナーです。
運動不足と過多による子どものからだの障害を防ぐために、さまざまな取り組みが行われています。

前回に続き武藤芳照先生が、2016年から実施される学校健康診断の改正について解説します。
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Q2Q3
健
康
診
断
の
実
施
に
あ
た
っ
て
検
討
す
べ
き
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

学
校
保
健
安
全
法
の
規
則
が
変
わ
っ
た
こ
と
で

日
本
学
校
保
健
会
か
ら
学
校
現
場
で
の
健
康
診

断
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
版
が
新
た
に
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
大
の
特
徴
が
保
健
調
査
票
の
活
用
で

す
。
肩
や
両
腕
を
上
げ
て
み
る
、
肘
は
き
ち
ん
と

曲
が
る
か
、
し
ゃ
が
む
と
痛
み
が
走
ら
な
い
か
な

ど
、
家
庭
で
運
動
器
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
家

庭
で
子
ど
も
の
運
動
不
足
や
運
動
過
多
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
、
学
校
医
や
養
護
教
員
が
子
ど
も

た
ち
の
現
状
を
把
握
し
、
専
門
医
の
診
断
を
受

け
る
か
な
ど
の
対
応
策
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

保
健
調
査
票
の
活
用
に
よ
り
、
家
庭
と
学
校

の
情
報
共
有
は
進
み
ま
す
が
、
健
康
診
断
が
円

滑
に
進
む
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
は
ま
だ
ま
だ

課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
健
康
診
断

で
膝
の
負
傷
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
ど
う
や
っ

て
専
門
家
に
診
て
も
ら
う
の
か
、
そ
の
仕
組
み
を

構
築
す
る
た
め
の
勉
強
会
や
意
見
交
換
会
も
必

要
で
し
ょ
う
。

今
回
の
省
令
改
正
に
よ
り
、
我
々
の
一
定
の
目

標
は
達
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
校
現
場
で
は
ど

う
や
っ
て
実
行
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ま
だ
ま

だ
疑
問
や
不
安
も
多
く
あ
り
ま
す
。
私
も
昨
年

と
今
年
、
東
北
六
県
や
大
阪
市
、
京
都
府
な
ど

全
国
各
地
に
呼
ば
れ
て
、
学
校
現
場
で
の
健
康

診
断
が
見
直
さ
れ
た
目
的
や
そ
の
結
果
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
に
、
運
動
不
足
の

子
ど
も
に
は
そ
れ
を
補
う
活
動
を
促
し
、
運
動

過
多
に
陥
っ
て
い
る
子
ど
も
に
は
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
早
期
発
見
を
し
て
適
切
な
処
置
を
施
す
。

そ
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。

か
ら
だ
が
固
い
子
は
ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き
る

の
か
。
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
争
い
一
つ
を
と
っ
て
も
、
家
庭
で
適
切
に
か

ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
減
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
立

ち
上
が
っ
て
テ
レ
ビ
の
前
に
行
っ
て
か
ら
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
ひ
ね
る
な
ど
、
膝
、
足
、
指
、
手
、
腕
の

動
作
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
は
リ
モ
コ
ン
の
ボ

タ
ン
一
つ
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、

せ
い
ぜ
い
腕
と
指
の
動
作
が
あ
る
だ
け
で
す
。
幼

い
子
ど
も
が
か
ら
だ
を
動
か
す
と
い
う
身
体
活
動

の
重
要
性
の
理
解
を
深
め
て
、
地
域
や
学
校
で

体
育
指
導
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
学
校
保
健
の
問
題
を
ど
う
と
ら
え
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
健
康
診
断
の
見
直
し
に
お
け
る
目
的

は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
か
ら
だ

を
適
切
に
使
っ
て
元
気
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
現
代
の
日
本
は
超

高
齢
社
会
で
あ
り
、
高
齢
者
の
比
率
は
全
体
の

26.
7
%
で
す
。
い
ま
は
〝
騎
馬
戦
型
〟の
時
代

と
言
わ
れ
、
3
人
の
現
役
世
代
が
一
人
の
お
年

寄
り
を
支
え
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
一
人
の

現
役
世
代
が
一
人
の
お
年
寄
り
を
支
え
る〝
肩
車

型
〟・〝
お
ん
ぶ
型
〟時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
い

ま
の
子
ど
も
た
ち
が
現
役
世
代
と
な
っ
た
と
き
に

元
気
で
い
る
こ
と
が
、
究
極
の
介
護
予
防
事
業
で

も
あ
る
の
で
す
。
学
校
保
健（
児
童
・
生
徒
等
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
）は
、
最
良
の
介

護
予
防
事
業
と
捉
え
物
事
を
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

体
育
学
部
、
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
、
保

健
医
療
学
部
と
3
つ
の
学
部
を
有
し
て
い
る
日
体

大
の
学
生
は
、
子
ど
も
の
健
康
を
運
動
、
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
考
え
る
と
い
う
社
会
的
使
命

を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
も
適
切
に
か

ら
だ
を
使
う
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
発
育
・
発

達
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
学
校
教

育
の
場
や
地
域
社
会
で
外
遊
び
や
集
団
遊
び
な

ど
の
適
切
な
身
体
活
動
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、

将
来
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
意
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
単
に
健
康
診
断
の
検
査
項

目
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
経
緯
や
歴
史
、
そ
し
て
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
理
解
を

深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
日
体
大
の
学
生
に
は
、『
学
校

保
健
安
全
法
』
を
一
度
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
学
校
保
健
法
に
な
ぜ
「
安
全
」
の
言

葉
が
加
わ
っ
た
の
か
。
学
校
教
育
に
安
全
が
謳
わ

れ
る
こ
と
は
、
教
員
や
保
護
者
は
児
童
・
生
徒

の
健
康
教
育
と
安
全
教
育
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
ほ

し
い
で
す
し
、
ぜ
ひ
子
ど
も
の
か
ら
だ
の
発
育
や

発
達
に
関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

運動器に関する保健調査票のモデル

（日本整形外科学会学校保健委員会：日本医師会学校保健委員会／2014年3月より引用、一部改変） （武藤教授資料提供）

1. 背骨が曲がっている
 後ろから見ると、肩の高さやウエストライン（脇線）、肩甲骨の高さが違う。おじぎをする（前屈姿

勢）と、背骨の出っ張りが左右で違う。

2. 体を反らしたり曲げたりすると腰に痛みがある。
 おじぎをしたり・かがんだり（屈曲）、反らしたり（伸展）したときに、腰に痛みが出る。＜図参照＞

3. うでやあしに痛みのあるところがある。
 特に、肘や膝、かかとに痛いところがある。

4. うでやあしに動きの悪いところがある。
 両腕を伸ばすと、片方だけまっすぐ伸びない（最後まで曲げられない）ことがある。膝を曲げ伸ば

しして、うまく曲げられないことやまっすぐ伸びないことがある。

5. 立ち方や歩き方がぎこちない。
 片足立ちすると、ふらつく。

6.	うまくしゃがめない。
 しゃがむ動作で、膝や股かんせつに痛みがあったり、かかとが浮いてふらつく、後ろに転ぶ。 屈曲時の痛み 伸展時の痛み
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振
り
返
り
、
気
づ
き
、
高
め
て
い
く

―
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
学
が
基
本
的
な
領
域
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
監
督
を
務
め
、
日
々
選
手
と
接
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

こ
で
の
指
導
が
そ
の
ま
ま
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
材
料
に
な
り
ま

す
。
ま
さ
に
最
前
線
の
現
場
が
私
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
な
の
で

す
。

　

い
わ
ゆ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ（
社
会
に
還
元
し
て
改

善
に
つ
な
げ
る
実
践
的
研
究
）の
考
え
方
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
が
行
っ
て
い
る
コ
ー
チ
ン
グ
に
対
し
て
、
振
り
返
り
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
研
究
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
私
も
大
学
院
生
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
私
も
共
に
学
ぶ
仲
間
の
一
人

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
コ
ー
チ
ン
グ
学
系
の
伊
藤
雅
充

先
生
と
も
よ
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自
分
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
振

り
返
り
、
課
題
を
抽
出
し
て
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
さ
ら
に
最
先
端
の
研
究
で
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
コ
ー

チ
ン
グ
学
の
手
法
な
ど
を
学
び
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場

に
有
益
な
コ
ー
チ
ン
グ
を
試
み
る
、
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
・

コ
ー
チ
ン
グ（
根
拠
に
基
づ
く
コ
ー
チ
ン
グ
）を
実
践
し
て
い
ま

す
。

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

指
導
や
試
合
で
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に
撮
影
し
、
声
か
け
や

振
る
舞
い
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。
時
に
は
感
情
的
に
な
っ

て
い
た
り
、
客
観
的
・
俯
瞰
的
に
状
況
を
観
察
し
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
学
び
に
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
自
分
の
振
る
舞
い
を
変
え
て
い
き
ま
す
が
、
や
は
り

そ
れ
に
よ
っ
て
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
変
わ
っ
て
い
く
実
感

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
あ
る
選
手
に
対

し
て
、
指
示
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
コ
ー
チ
ン
グ
で
言
わ
れ

る
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
、
相
手
か
ら
答
え
を
引
き
出
す
よ
う
な

関
わ
り
に
変
え
た
と
こ
ろ
、
自
ら
考
え
判
断
し
て
行
動
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
り
、
伸
び
悩
ん
で
い
た
部
分
に
よ
り
早
く
気
づ

き
改
善
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
う
し
ろ
」
で

は
な
く
、「
い
ま
の
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
い
う
声
か
け
に
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ー
チ
が
言
い
た
い
こ
と
を
選
手
自
身
が
気

づ
き
、
自
ら
が
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
気
づ
く
喜
び
や
楽

選
手
が
自
ら
学
び
、よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
や
実
践
を
通
し
て

自
ら
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
振
り
返
り
、質
を
高
め
て
い
く
。

コ
ー
チ
ン
グ
学
は
、
単
に
競
技
の
教
え
方
の
研
究
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

競
技
を
通
し
て
、
選
手
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、
成
長
し
て
い
く
か
。
教
育
的
な
領
域
ま
で
概
念
は
広
が
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く

自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
て
い
く
、
コ
ー
チ
の
人
間
性
も
問
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

コ
ー
チ
ン
グ
学
で
は
、
徹
底
し
て
現
場
と
自
分
に
向
き
合
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
多
様
な
人
々
と
関
わ
り
自
己
を
再
構
築
す
る
。

日
体
大
の
大
学
院
研
究
科
に
は
、
優
れ
た
知
見
を
も
つ
人
々
と
分
け
隔
て
な
く
触
れ
合
い
学
び
合
う
環
境
が
あ
る
と
根
本
先
生
は
語
る
。

体
育
科
学
研
究
科 

博
士
前
期
課
程

　体
育
実
践
学
コ
ー
ス

　コ
ー
チ
ン
グ
学
系

 
 

博
士
後
期
課
程

　教
育
・
コ
ー
チ
ン
グ
学
系

根本　研	准教授
根本　研（ねもと・けん）東京都出身。体育学部体育学科准教授。体育学部体育学科、大
学院体育科学研究科（体育科学専攻）トレーニング科学系  博士後期課程単位取得満期退学。
修士（体育科学）。監督として輝かしい伝統と実績を誇るバレーボール部（女子）を率いる。変
化を恐れず挑戦し続けること、そのプロセスを大切にすることがコーチングでのこだわり。

～大学院・研究科の取り組み～

8
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し
さ
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
知
り
た
い
、
も
っ
と
う

ま
く
な
り
た
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
が
湧
い
て
く
る
よ
う
な
コ
ー
チ
ン
グ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
日
体
大
は
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
コ
ー
チ
育
成
者

の
養
成
と
コ
ー
チ
育
成
者
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
日
本
体
育
大
学
ス
ー
パ
ー
コ
ー

チ
ャ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
N
C
D
A
）の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
大
学
院
コ
ー
チ
ン
グ
学
系
で
伊
藤
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
私
た
ち
教
員
が
行
っ
て
き
た
試
み
は
そ
の
第
一
歩
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伝
え
る
、
表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ

―
コ
ー
チ
ン
グ
学
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
し
ょ

う
。

　

大
学
院
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
を
学
び
、
デ
ー
タ
や
数

値
を
分
析
し
て
、
普
遍
的
な
理
論
や
方
法
な
ど
を
考
察
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
論
理
的
思
考
が
鍛
え
ら
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
客
観
的
・
分
析
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
そ
の
知
見
を
現
場
に
落
と
し
込
も

う
と
し
た
時
に
、
伝
え
る
力
と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

1
9
9
9
年
の
ス
ペ
イ
ン
・
パ
ル
マ 

デ 

マ
ヨ
ル
カ
で
開
催
さ

れ
た
第
20
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
に
、
私
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
分
析
・
解
析
を
担
う
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
帯
同
し

ま
し
た
が
、
そ
こ
で
も
伝
え
る
力
の
重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、コ
ー
チ
ン
グ
学
を
知
り
、興
味
を
持
っ

た
の
で
す
。
も
と
も
と
教
員
や
指
導
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

日
体
大
に
入
学
し
ま
し
た
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
教
え
る
こ
と

は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
コ
ー
チ
ン
グ
を

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
い
わ

ば
必
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

―
学
生
と
接
す
る
上
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
型
競
技
と
い
う
括
り

で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
メ
イ
ン

に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
な
ど

の
学
生
と
も
接
し
て
き
ま
し
た
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し

た
よ
う
に
、
教
え
る
と
い
う
よ
り
、
伊
藤
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
共
に

学
び
合
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
あ
る
意

味
で
、
そ
れ
が
コ
ー
チ
ン
グ
の
本
質
に
つ
な
が
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
い
わ
ば
学
生
た
ち
の
相
談
者
、
メ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

立
ち
位
置
で
す
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
学
生
た
ち
と
は
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ー

チ
ン
グ
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、
論
文
に
ま
と
め
る
に
あ
た
り
構

成
や
展
開
の
相
談
に
の
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
コ
ー
チ

ン
グ
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
振
り
返
り
を
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
最
近
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
戦
術
用
語
の
定
義
が
あ
い

ま
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
整

理
す
る
よ
う
な
こ
と
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
生
の
コ
ー
チ
ン
グ
に
対
し
て
、
良
い
悪
い
と
指
摘
す
る
よ

り
、
現
状
を
あ
る
が
ま
ま
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
学
生
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
と
学
び
に
恵
ま
れ
た
最
適
な
環
境

―
コ
ー
チ
ン
グ
学
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
学
の
本
質
的
な
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
振
り
返
り
、
気
づ
き
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
質
を
高
め
て
い

く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
優
れ
た
指
導
者
の
方
々
が
実
践
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
私
の
イ
メ
ー
ジ
を
言
え
ば
、
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
、

教
え
方
を
研
究
す
る
と
い
う
よ
り
、
選
手
自
身
が
ど
う
学
ん

で
い
く
か
、
そ
の
た
め
に
私
た
ち
コ
ー
チ
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
、
研
究
が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ロ
ン
グ
・
タ
ー
ム
・
ア
ス
リ
ー
ト
・
デ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト（
L
T
A
D
）と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
競
技
に
出
会
っ
て
か
ら
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
続
け
て
い
け
ば
良
い
か
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
選
手
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
人
の
競
技
を
始
め

る
前
の
生
活
や
人
生
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
競
技

を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
人
生
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
生
活
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
か
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
コ
ー
チ
も
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
い
っ
そ
う

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
自
律
性
支
援
行
動
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
選
手
自
身
が
自
ら
学
ん
で
い
く
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
、
私
た
ち
コ
ー
チ
は
も
っ
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
日
体
大
の
コ
ー
チ

ン
グ
学
系
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、
現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

タ
ッ
フ
ま
で
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
重
ね
て
、
選
手
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
は
イ
ン
カ
レ
日
本
一
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
勝
つ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
し
か
し
そ

れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
も
認

識
し
て
い
ま
す
。
出
会
う
選
手

た
ち
を
と
に
か
く
人
生
の
良
い
方

向
に
導
い
て
い
く
こ
と
が
私
の
役

割
で
す
し
、
そ
う
い
う
コ
ー
チ
ン
グ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
自
分
を
活
か
す
挑
戦
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
幸
せ
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
大
学
院
を
目
指
す
学
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

共
に
学
び
高
め
て
い
く
素
晴
ら
し
い
環
境
が
日
体
大
に
は

あ
り
ま
す
。
大
学
院
の
コ
ー
チ
ン
グ
学
系
に
は
、
伊
藤
先
生

を
は
じ
め
コ
ー
チ
ン
グ
学
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
多
彩
な
先
生

方
、
ま
た
私
の
よ
う
な
現
場
の
指
導
者
も
い
ま
す
。
す
で
に

コ
ー
チ
と
し
て
学
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
コ
ー
チ
ン
グ
学
を
学
ぼ
う
と
い
う
学
生
も
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
お

け
る
テ
ー
マ
や
悩
み
に
つ
い
て
、
分
け
隔
て
な
く
議
論
し
合
い

学
び
合
う
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
日
体

大
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。
最
先
端
の
コ
ー
チ
ン
グ
研
究
を
学

び
、
研
究
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
自
分
の
知
識
と
し
て
取
り
込
ん
で

い
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
手
法
を
み

ん
な
で
探
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
実
践
的
な
試
み
が
こ
の
学
系

で
は
体
験
で
き
ま
す
。
悩
み
の
答
え
は
現
場
に
あ
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
メ
ン
タ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
そ

れ
に
気
づ
き
、
ス
キ
ル
と
自
信
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

か
つ
て
、
コ
ー
チ
は
孤
独
な
存
在
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、コ
ー
チ
は
も
っ
と
多
様
な
人
々
と
か
ら
み
合
っ

て
、
コ
ー
チ
自
身
の
能
力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
代
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
海
外
に
限
ら
ず
、

学
ぶ
べ
き
人
は
身
の
周
り
に
も
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
違
う
競
技

の
人
と
話
す
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
や
学
び
が
あ
り
ま

す
。
大
学
院
で
の
出
会
い
や
オ
ー
プ
ン
な
学
び
は
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
コ
ー
チ
と
し
て
、
人
と
し
て
、
真
摯
に
学

び
続
け
て
く
だ
さ
い
。
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４年間で人間を研こう
猪越  孝治（いのこし  たかはる）／保健医療学部　整復医療学科　准教授

　空手道の外傷・障害研究、空手手法から健康法研究（中・高齢者）、そして運動療法への導入を

柔道整復学として考察して、高齢者社会の保健に携わりたいと思っています。

　学生時代は、全日本空手道連盟ナショナルチーム強化コーチであった故 服部久師範指導の中央

大学糸東会空手道部に入部して稽古三昧の毎日でした。特に私一人のみ別メニューで厳しく鍛錬し

ていただいたのもいまは楽しい思い出になっています。

　大学における4年間は人生に目標を持って打ち込むことのできる貴重な時です。家庭教育、社会

教育、学校教育に責任を転嫁しがちな社会ですが、いっそう自立的に生きる逞しさが大切になって

います。いまこそが日本体育大学の学生として雄飛できるその時なのです。知育、徳育、体育で心

と体を鍛えて、次代のリーダーとして活躍できる人間を目指し自分磨きをしてほしいと望みます。
①栃木県　②関係法規、運動器の解剖学、運動器損傷治療学実習Ⅱ（後療法）③中央大学法学部法律学科卒業
／筑波大学大学院修士課程体育研究科スポーツ科学専攻修了／六角ばし接骨院開業／日体柔整専門学校非常勤講
師／了徳寺大学健康科学部整復医療・トレーナー学科講師／環太平洋大学体育学部健康科学科准教授／修士（体
育学）④孫と同級の聴覚障害女子空手練習生との稽古

必要な知識を貪欲に吸収する
竹腰　誠（たけごし  まこと）／体育学部　社会体育学科　准教授

　研究テーマは「スキーにおける指導法の研究」です。スキー指導の経験のみならず、科学的にス

キー滑走を理解し、指導に役立てるような研究・分析をしたいと考えています。

　日体大の学生時代、社会体育学科ではたくさんの同級生に恵まれ、楽しい学生生活を送っていま

した。スキー部に所属し、インターカレッジ出場を目標にトレーニングに励んでいました。

　日体大で学ぶ内容はあとになって「これ聞いたことがある」と思うことが非常に多いと思います。

将来、体育・スポーツの世界に進まなくとも、人として、大人として、親として、知っておく必要があ

る事柄ばかりではないでしょうか。いつか役に立つ…そんな授業を貪欲に聞いてみてください。きっ

といつの日か「これ聞いたことがある」と思う日が来ます。そしてその時に日体大のことを思い出して

ください。母校として最高の大学です！
①石川県　②スキー理論 ･ 実習、野外活動論、スキー実習③日本体育大学体育学部社会体育学科卒業／日本体育
大学大学院体育学研究科修士課程修了／日本体育大学野外教育研究室助手／神奈川大学経営学部専任講師／神
奈川大学経営学部准教授／修士（体育学）④スキーにゴルフ、数年前からウィンドサーフィンも

目標達成の為に努力を惜しまない
古城  隆利（こじょう  たかとし）／体育学部　社会体育学科　助教

　野球におけるコーチング、指導方法を研究しています。一般入試で日体大の門をたたき、当時

400人いた野球部の中で3軍からスタートし4年間かけてスタメンを獲得しました。練習だけではなく、

普段の生活や休日の過ごし方もプロ野球を見に行くなど野球に結び付けていた学生時代だったと思

います。いすゞ自動車株式会社でプレーした後、同社野球部コーチとして、都市対抗野球大会ベス

ト8、東京スポニチ大会ベスト4などを経験しました。いまも授業と野球部の練習で健志台の野球場

に立つ毎日です。

　大学を終れば多くの人は社会人となります。子供のころ夢に見た、又は入学してきた時に希望して

いた職業につく為に最大限の努力をして大学生活を送ってほしいと思います。

　大学生活や部活動など様々なことに積極的にチャレンジして、人間力を磨き、4年間で大きく成長

して夢を実現してほしいと思います。
①大分県　②運動方法・ソフトボール（野球含）、スポーツ実践指導法・ソフトボール（野球含）③日本体育大学
体育学部体育学科卒業／いすゞ自動車株式会社／日本体育大学スポーツ局スポーツ専門職／日本体育大学大学院
体育科学研究科博士前期課程修了／修士（体育科学）④車が好きで気分転換は毎日の通勤のドライブ

～ 日 体 大 に 新 風 を 吹 き 込 む ／ 新 採 用 教 員 紹 介 ～

Nav i ga t o r s
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平成27年度に着任された先生方の素顔をご紹介。
教育・研究にかける思い、日体生への熱い期待を語ります。
※コメント注　①出身地、②担当科目、③経歴、④趣味、関心のあること

当たり前のことができる人になる
鈴木  健介（すずき  けんすけ）／保健医療学部　救急医療学科　助教

　研究テーマは、病院前救急救命学、災害医学、学校における緊急時・災害時の対応、災害時に

おけるロジスティクス、ファーストレスポンダーなどです。

　学生時代は「いましかできないこと」をテーマに、国内外問わずボランティアから勉強会まで様々

な分野にチャレンジしました。その中で救急救命士の専門性を知り、「1人でも多くの人を助ける」と

いうことに強い想いを抱くようになりました。

　「目の前で倒れた人を助ける」それが当たり前のようにできる学生を育てたいと考えています。体

育やスポーツの分野でもAEDやエピペンなど緊急時の対応が盛んに言われています。そのような緊

急事態に冷静に行動し適切な対応ができる「人間力」と「技術」を身に付けてもらいます。日体大

の素晴らしい実績と伝統に、救急救命や災害医療を融合し、いざという時に活躍できるよう一緒に

勉強しましょう。
①東京都　②医療英語、病院実習、卒業研究１③国士舘大学体育学部スポーツ医科学科卒業、救急救命士・養
護教諭免許取得／日本医科大学大学院外科系救急医学修了／日本医科大学多摩永山病院救命救急センター／博士

（医学）④仕事が忙しいので休日は家族サービス

謙虚に、真摯に学んでほしい
市川　純（いちかわ  じゅん）／体育学部　教養・教職科　助教

　専門は18世紀終わりから19世紀にかけてのイギリス文学です。特に最近はコツェブー作品の受容、

クリスティナ・ロセッティ、日本における『不思議の国のアリス』の受容などについて研究しています。

　大学では大事なことを目一杯学べたと思います。専攻の英米文学の他、ドイツ文学、日本文学、

哲学、心理学、宗教学、音楽学、ラテン語、などなど。直接関連していないように見える諸学の断片も、

貪欲に学び続けると知の曼陀羅が浮かび上がるはずです。

　私は知的な人が好きなので、皆さんも知的になってください。でも、ちょっと知識が増えたぐらい

で威張らないでください。私達が当たり前と思っていることのほとんどが推測や仮説に基づくものです。

一人で内省する時間を取っておいてください。本を読んで、考えて、言葉にし、その言葉を真摯に聞

いて批判もしてくれる友を見つけてください。
①東京都　②基礎英語、英語コミュニケーション、異文化コミュニケーション（外国事情）③立教大学大学院文学
研究科博士前期課程修了／早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程単位取得満期退学／早稲田大学教育・
総合科学学術院助手を経て、早稲田大学、文京学院大学、日本大学、国士舘大学にて非常勤講師／博士（学術　
早大）④古楽が好きで、チェンバロの練習をしています

努力する姿は美しい
金　善淑（きむ  そんすく）／体育学部　体育学科　助教

　日本と韓国に対しバドミントンにおける政策や環境および競技力を比較・検討しながら研究を行っ

ています。日本人選手に多いプレースタイルの特徴からウィークポイントとなりうるフォームや動作を

分析、そこから韓国での指導方法を基にした問題点改善のための練習方法を理論的に検討します。

高いレベルにある選手でも癖や無駄な動作による対応の遅れなど、矯正が必要な部分は少なからず

存在します。フットワークの見直しなど基本の徹底は大切だと思います。

　私の学生時代はバドミントンに夢中の毎日でした。いま、毎日学業、競技に頑張っている日体大

生を見ると元気をもらいます。目標に向かって努力する姿は誰が見ても美しいと思います。継続は力

なりといいます。４年間たくさん学び、たくさん経験して下さい。そして社会に貢献出来るような人材

になることを期待しています。
①韓国（全州市）　②スポーツ実践指導法・バドミントン、運動方法・バドミントン③全州又石大学文化社会流通
通商学部流通通商専攻卒業／日本体育大学大学院体育科学研究科体育科学専攻博士前期課程修了／日本オリン
ピック委員会専任コーチ・ジュニアアスリート担当／日本体育大学スポーツ専門職／修士（体育科学）④部屋の掃除、
英会話にも通っています
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日 体 大 の い ま を 知 る ！
平成27年度　下半期クラブの主な大会成績

団体名 大会名 結果 選手

アーチェリー部

2015年度関東学生アーチェリー男子リーグ戦優勝決定戦 団体1位
2016年度関東学生アーチェリー女子リーグ戦優勝決定戦 団体1位
全日本アーチェリー連盟第14回世界ユース選手権選考会 1位 小城碧（2）、遠間あずさ（2）
2015年度第26回全日本学生アーチェリー東日本大会 1位 西野汐梨（3）

合気道部 全日本合気道演武大会 出場
全国学生合気道演武大会 出場

ウエイトリフティング部 第61回全日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会 62㎏　1位 艾幸太（4）

カヌー部

2015年度第51回全日本学生カヌースプリント選手権大会
第5回全日本学生カヌースプリント新人選手権大会
＜カヤックカナディアン＞

k-1　200ｍ　1位 井上暉央（2）
c-2　200ｍ　1位 湯浅友晶（4）、鈴木俊亮（2）
k-1 リレー　4×500ｍ　1位 井上暉央（2）、宮永翔平（2）、野沢秀平（4）、本間誠（3）
c-1 リレー　4×500ｍ　1位 鈴木俊亮（2）、湯浅友晶（4）、田淵弘将（3）、篠原総太（4）

少林寺拳法部
東京都大会　

大学生女子の部　1位 畔蒜みく（4）、宇野真里奈（2）
大学生団体の部　1位

関東学生新人大会　
男子有段　1位 鈴木康平（2）、小森勇輝（1）
単独茶帯　1位 石川広都（2）

水泳部

第91回日本学生選手権水泳競技大会

400m自由形　1位 五十嵐千尋（2）
200m自由形　1位 五十嵐千尋（2）
400mメドレーリレー　1位 川除結花（4）、関口美咲（1）、播磨季美（4）、田尾優里香（4）
400m個人メドレー　1位 大塚美優（3）

第91回日本学生選手権水泳競技大会　水球競技 1位

第91回日本学生選手権水泳競技大会飛込競技
男子3m飛板飛込　1位 千歩純一（3）
男子3m飛板飛込・男子高飛込　団体優勝

第91回日本選手権水泳競技大会　飛込競技 男子高飛込　 1位 岡島太一（2）

相撲部

第42回東日本学生相撲個人体重別選手権大会
65kg未満級　1位　 秋本良太（2）
75kg未満級　1位 早田直通（1）
85kg未満級　1位 今関俊英（2）

第40回全国学生相撲個人体重別選手権大会
65kg未満級　1位　 秋本良太（2）
75kg未満級　優勝 平尾拓摩（3）
85kg未満級　優勝　 今関俊英（2）

ソフトボール部（男子） 第30回 東日本大学選手権大会 優勝
体操部 第15回世界体操祭　 出場

トライアスロン部
日本学生トライアスロン選手権観音寺大会 女子団体1位
日本学生スプリントトライアスロン選手権　兼
チームタイムトライアル選手権大会 チームTT女子の部　優勝

トランポリン部
第50回全日本学生トランポリン競技選手権大会

個人女子　　　Aクラス　1位 佐竹玲奈（3）
個人男子　　　Bクラス　1位　 笠井明日翔（1）
団体女子　　　Aクラス　1位　

第39回東日本トランポリン競技選手権大会
シンクロ男子　 Aクラス　1位 筑間友久ｼｭﾃﾌｧﾝ（4）、谷貴文（2）
シンクロ女子　 Aクラス　1位　 富田ひとみ（3）、服部佳奈（3）

軟式野球部女子 第29回全日本大学女子野球選手権大会 1位
第21回女子軟式野球ジャパンカップ 1位

バレーボール部（男子） 平成27年度天皇杯・皇后杯全日本選手権大会 優勝
バレーボール部（女子） 第34回東日本選手権大会 優勝
フェンシング部 第５回全国サーブルチャレンジカップ北海道大会 女子サーブル　１位 狩野菜々子（1）
ボート部 第60回中日本レガッタ・成年女子ダブルスカル 1位 高橋かほ（2）、川本藍（4）

ライフセービング部 全日ライフセービング学生選手権大会

ビーチリレー（男子）　1位
ビーチリレー（女子）　1位
ビーチスプリント（女子）　1位 長野文音（3）
ボードレスキュー（男子）　１位 坂本陸（4）、山口祐太（4）
レスキューチューブレスキュー（男子）　1位 小椋隆継（4）、宮腰太輔（4）、幡野圭祐（3）、玉井颯（2）
レスキューチューブレスキュー（女子）　1位 井熊理子（3）、坂本佳凪子（3）、東理沙（3）、村石結美（3）
サーフスキーレース（男子）3位 平澤稲世（3）

陸上競技部 第94回関東学生陸上競技対抗選手権大会
1000ｍ   1位 山中秀仁（4）
棒高跳　1位 船本稜矢（3）
棒高跳　1位 鈴木里菜（2）

レスリング部

JOCジュニアオリンピックカップ

ジュニアの部（フリースタイル）　55kg　1位 長谷川敏裕（1）
60kg級　1位 樋口黎（2）
66kg級　1位 澤田夢有人（2）
74kg級　1位 屋比久翔平（3）
84kg級　1位 塩川貫太（2）
96kg級　1位 奈良勇太（2）

全日本学生レスリング選手権

グレコローマンスタイル　59kg級　1位 文田健一郎（2）
66kg級　1位 下山田培（3）
71kg級　1位 澤田夢有人（2）
80kg級　1位 屋比久翔平（3）
86kg級　1位 松坂誠應（3）

エアロビクス同好会 第15回全日本学生エアロビック選手権大会 チームチャレンジ部門　2位
基礎スキー研究会 学生インラインスキー大会 1位 細坪一雅（1）

セパタクロー同好会 第20回全日本学生セパタクローオープン選手権大会
1位（男子） 日体男子A
1位（女子） 日体女子A

スカッシュ同好会 第38回関東学生スカッシュ選手権大会 準優勝 久保田有沙（4）

ダブルダッチサークル

World Jump Rope 世界選手権 シングルスフリースタイル　1位
Double Dutch Delight East 2015 フュージョン　1位 B-JACK（チーム名）

第42回ADDL世界招待選手権大会 オープン部門　
シングルス・ダブルス・ツインズ　1位

Re-bien（チーム名）高浜力（4）、中村亮太（4）、志村侑亮（4）、
小林千尋（4）、塩沢来実（卒）、小玉祐里（4）

フィンスイミングクラブ

第2回フィンスイミング世界学生選手権大会 50m×４BFリレー　1位 三村逸人（2）、松下真清（2）

第27回フィンスイミングクラブ日本選手権大会
400ｍBF　1位（男子） 三村逸人（2）
200m　CMASBF　１位 室井真純（3）

京辰巳国際水泳場水泳大会2015 女子50ｍビーフィン　１位 室井真純（3）
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栃木県鹿沼市支援に本学の学生が
ボランティアで参加しました。
　9月9日に発生した台風18号等の大雨・洪水等により被災された
方を支援するため、9月18・19日に本学の救急医療学科の教員及
び学生22名が栃木県鹿沼市へボランティア活動として向かいまし
た。①床下からの泥搬出活動②ロジスティクス実践③被災地での出
会い等を主な活動とし、ボランティア活動はもちろん、救急医療学
科の学生として貴重な経験をすることができました。参加学生から
は、自然の恐ろしさ、災害対策の重要性、ボランティアの必要性、
などの災害の恐ろしさを知るとともに、今後自分たちが学ぶべき何
かを感じ取っていました。

戦没者慰霊式を挙行いたしました。
　平成27年8月6日（木）、東京・世田谷キャンパス慰霊碑前で慰霊
式を挙行いたしました。昭和33年に学内に慰霊碑を建立し、今日
まで一日も欠かさずに花をお供えしていますが、戦後70年という節
目にあたり、「慰霊式」を挙行することといたしました。学徒動員等
によって400名弱もの日体大（当時日本体育専門学校）の学生たちが
帰らぬ人となりました。体育・スポーツ指導者を夢見ていた先輩方
が、その夢かなわず命を落とした無念さを忘れず、世界平和を誓い、
併せてオリンピック・パラリンピックの成功にお力添えをいただきた
いという願いを込め、慰霊式を挙行いたしました。

学校法人日本体育大学	理事・評議員馳浩氏が
文部科学大臣就任。
　平成27年10月、学校法人日本体育大学おきまして理事・評議員
を務めていただきました馳浩 氏が文部科学大臣に就任いたしまし
た。本学関係者から文部科学大臣が誕生したことは大変名誉なこと
であります。10月15日に馳氏の大学時代の恩師であります松浪理
事長へ就任のあいさつのため本学を訪れました。職務専念義務の
ため本学の理事・評議員は退かれますが、これからのご活躍にご
期待いたします。

第２回NSSU	Coach	Developer	Academy	
国際シンポジウムを開催いたしました。
　9月18日（金）、東京・世田谷キャンパス記念講堂において、文
部科学省スポーツ・アカデミー形成支援事業の一環として、第２回
NSSU Coach Developer Academy 国際シンポジウムを開催いたし
ました。海外より著名な講師を招き、「アスリート、コーチ、コーチ
育成者の学習と育成を促進する教授法」に関する講演やディスカッ
ションを行い、指導者を志している学生や現在指導者として活動し
ている方々へのメッセージとなるシンポジウムとなりました。

n e w s ＆ t o p i c s

n e w s ＆ t o p i c s
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スポーツによるケガや関節、筋の痛みの治療を専門とするスタッフが
治療に当たります。また、最新の評価・治療機器、運動療法機器を
備えており、ケガの応急手当からスポーツや日常生活への復帰、再発
予防までトータルサポートを提供いたします。キャンパス内に開院いた
しますがどなた様にもご利用いただけます。ケガや痛み、ケガの予防
でお困りの際は是非当院をご活用下さい。
※当接骨院は保健医療学部整復医療学科附属臨床実習施設として、学生が見学・実
習・研修をしております。学生は、経験を積んだ柔道整復師の責任と指導の下、法律で
許可された範囲内で施術の補助を行うことがあります。患者さんのご迷惑にならない
ように配慮しながら臨床実習を行いますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

○ ス ポ ー ツ 競 技 の 発 展 に 柔 道 整 復 で 貢 献 し ま す 。
○ 地 域 の 人 々 の 健 康 に 寄 与 し ま す 。
○ 日 体 大 ファミリ ー に 貢 献 し ま す 。

スポーツ・健康をサポートする新拠点

日本体育大学スポーツキュアセンター
横浜・健志台接骨院

受付時間 月 火 水 木 金 土・日・祝日
12：00～13：00
（予約のみ）

○ ○ 12：00～18：30
※水曜日は予約不可

○ 休 休

15：00～20：30 ○ ○ ○ ○ 休
※開院当初はおもに学生を対象とします。また、診療時間は今後拡充していく予定です。

■場所／横浜・健志台キャンパス3号館1階

■お問い合わせ
日本体育大学スポーツキュアセンター横浜・健志台接骨院
info-scc@nittai.ac.jp

最新情報ははこちら！！　
https://www.facebook.com/nssu.scc
※予約については「Facebook」をご確認下さい。

10/27
OPEN

火

日 本 体 育 大 学 ス ポ ー ツ キ ュア セ ン タ ー を 通 じ た
整 復 医 療 学 科 の ミッ ション




